
本号の特集にあたって
土を建設材料として用いる盛土は，橋梁，高架橋などの他の構造物に比べて建設費が安価であ

り，施工も簡易であるため，古くから道路盛土，鉄道盛土，宅地盛土，ため池などに広く用いら

れてきました。従来の緩い勾配をもつ盛土に加え，地盤内に補強材を挿入することで盛土全体の

安定性を高めた鉛直な壁面を施工する補強土壁構造物も近年，広く施工されています。

しかし，近年頻発する大地震・集中豪雨等これらの自然災害による盛土構造物の被害は後を絶

ちません。今後も増加傾向にあると考えられる地震・豪雨による崩壊への対応策として，新設盛

土については，これまで以上に高品質な盛土の施工と維持管理が求められています。また，近い

将来に発生するとされる南海トラフ地震等に備えて，既設盛土の耐震補強は緊急の課題となって

います。

本号では「盛土」と題し，新設および既設の盛土構造物の調査，設計，施工，維持管理等に関

する現状と課題，取り組み状況または最新技術，適用事例について紹介する特集を企画しました。

総説では盛土の設計，施工，維持管理における課題を，論説では盛土の性能と被災原因について

それぞれ執筆いただいております。報告では，既設盛土の健全性評価手法，土のう構造体を用い

た耐震補強工法の実大実験，特殊環境下の盛土の耐震補強に関する解析的検証例，飽和圧縮曲線

を用いた盛土の品質管理手法など新たな取り組み等をご紹介しております。

盛土を焦点とした多岐にわたる内容となりました本号が，読者の皆様の業務の参考として有益

なものとなれば幸いです。
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